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業績・配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 平成 18 年８月 15 日の決算発表時に公表した平成 18 年９月期（平成 17 年 10 月１日～平成 18 年９月 30 日）

の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
１ 平成 18 年９月期通期業績予想数値の修正（平成 17 年 10 月１日 ～ 平成 18 年９月 30 日） 
                                 （単位：百万円，％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ６，５００ ６００ ２８０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４，６３５ △１，６８９ △１，９０４ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１，８６５ △２，２８９ △２，１８４ 

増 減 率            （％） △２８．７ △３８１．５ △７８０．０ 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年９月期） 

３，６８４ ６０８ ３０７ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）△１７，８４４円６３銭 

 
２ 平成 18 年９月期連結業績予想数値の修正（平成 17 年 10 月１日 ～ 平成 18 年９月 30 日） 
                                 （単位：百万円，％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ７，５００ ６００ ２８０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ５，３０９ △１，６９７ △１，８９６ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △２，１９１ △２，２９７ △２，１７６ 

増 減 率            （％） △２９．２ △３８２．８ △７７７．１ 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年９月期） 

５，５６０ ５６６ ２７０ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）△１７，７７６円８９銭 

 

３ 修正の理由 

主要取引先である保険会社からの売上収入の計上時期が一部次年度以降に期ずれとなったことが

主たる要因であります。その影響の総額は約 2,300 百万円であり、9 月までの新規保険契約に基

づく保険会社から支払われる分担経費の売上計上が次期以降の長期分割払いに変更されたこと、

ボーナス手数料の売上計上の時期が翌期にずれたことによる売上計上見込額の減少が主な理由で

あります。  
   なお、この影響はあくまでも一過性のものであり、本日発表予定の平成 19 年 9 月期の通期業績  



予想につきましては、下記ご参考資料記載の通り、売上計上時期が期ずれとなった分担経費及び

ボーナス手数料の増加等により当会計年度に増収効果が見込まれます。  
   
 ４ 【ご参考】 

○平成 19 年 9 月期通期業績予想(平成 18 年 10 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日) 

(単位：百万円、％) 

 売上高 経常利益 当期純利益 

平成 18 年 9 月期修正予想(Ａ) ４，６３５ △１，６８９ △１，９０４

平成 19 年 9 月期予想(Ｂ) ７，０００ ６００ ２５０

増減額(Ｂ－Ａ) ２，３６５ ２，２８９ ２，１５４

増減率(％) ５１．０ － － 

 

○平成 19 年 9 月期連結業績予想(平成 18 年 10 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日) 

                               (単位：百万円、％) 

 売上高 経常利益 当期純利益 

平成 18 年 9 月期修正予想(Ａ) ５，３０９ △１，６９７ △１，８９６

平成 19 年 9 月期予想(Ｂ) ７，５００ ６２０ ２６０

増減額(Ｂ－Ａ) ２，１９１ ２，３１７ ２，１５６

増減率(％) ４１．３ － － 

 

【平成 19 年 9 月期の業績回復に向けた取組み等】 

質への転換と人材育成により業績回復を図ってまいります。 

1. 店舗生産性の向上 

店舗数が 9 月末で 195 となったことで、シェアの確保、知名度の向上はある程度実現 

できたと考えております。平成 19 年 9 月期については、店舗の統廃合、商業施設以外 

への店舗の展開により、１店舗当たりの生産性を向上させてまいります。 

2. ＷＥＢ戦略 

単品の資料請求や申込対応のみならず、気軽に「相談」していただけるアプローチ手法 

を強化してまいります。 

3. 人材育成の強化 

新卒採用の強化、ＥＲの充実、階層別研修、ＩＰテレビを活用したタイムリーかつきめ 

細やかな研修・ミーティングの更なる強化を通じ、消費者ニーズの変化に迅速に対応で 

きる人材、サービスクオリティの向上を図ってまいります。 

                                       

５ 平成 18 年９月期期末配当予想数値の修正（平成 17 年 10 月 1 日～平成 18 年 9 月 30 日） 

  当社は、株主様への利益還元を重要な経営方針として位置付けておりますが、前述の通り当期純損失 

 を計上する見通しとなったことから、誠に遺憾ながら当期の配当につきましては下記の通り無配とさせ 

 ていただく予定であります。 

  株主の皆様には深くお詫び申し上げますとともに、平成 19 年 9 月期の復配を目指して努力してまいる所

存でございますので、今後ともご支援ご鞭撻を賜りますよう、伏してお願い申し上げます。 

  

 中間配当金 期末配当金 年間配当金 

前回発表予想（平成 17 年 11 月 22 日） ― 1,000 円 00 銭 1,000 円 00 銭

今回修正予想 ― 0 円 00 銭 0 円 00 銭

【ご参考】前期実績 ― 1,000 円 00 銭 1,000 円 00 銭

 

以上 


